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近年、医学教育はその質を保証し、評価が容易となる学修成果基盤型教育（

： ）に基づく教育プログラムが推奨されるようになった 。鳥取大学（以下、

本学）では、医学部医学科 年次の卒業前に、学生の「卒業の認定に関する方針：ディプ

ロマポリシー（ ）」到達度自己評価を行っている。また、 とコンピテンシー（能力）、

そして授業科目を紐付けており、 （ ）の解析による 到達度を測

定している。卒業時に 到達度を学生へ示し、表彰制度を設けている取り組みについて、

これまでに成果を示してきた 。この取り組みは、 年次に学生へ提供する学修の総括的評

価の意味合いが大きく、今後の課題として、 年次から 年次にかけ、 を基盤とした学

修成果の継続的可視化によって学修の形成的評価を進めることが挙がっていた。

昨今のコロナ禍において、対面授業の制限により、オンライン授業が多く取り入れられ、

デジタル技術を活用した授業が増加してきた。本学が契約しているラーニングマネジメト

システム（ ）等の活用により、学生や教員もデジタル技術に触れる機会が増加し、授業

資料や、授業そのものがデジタル化されるデジタイゼーションが加速してきた。デジタル

技術を活用した取り組みについては、学生にとって、自由な時間に学修ができること、繰

り返し学修可能であること等、様々な利点に関する知見 があるが、その一方で、学修方

法の変更により、自己の学修方略の見直しや学修時間の自己管理が求められる等、自己調

整的な学修者としての能力 の育成がコロナ禍によって特に重要視されてきたといえよ

う。高等教育の主要な目標は、生涯学習者を育てることであり、すなわち、自らが新しい

知識を習得、保持、検索し、意図的、自律的な自己調整学習者を育てることを意味してい

る 。本学においても、学生を自己調整学習者へ育てる仕組みづくりは重要な観点であっ

た。そこで、学生の学修成果の見える化を実現するシステムや、自己調整学習者へ育てる

仕組みを取り入れたシステム構築への期待の高まりを受け、学修プロセスや学修結果の情

報をもつ と、 修得度の結果を示す ポートフォリオシステムがシームレスに連携し

た新たな「 ポートフォリオシステム 医学部版 」の構築を令和 年度から医学部におい

て進めてきた。さらに、令和 年度文部科学省大学改革推進等補助金（デジタル活用教育

高度化事業）採択を受け、進めてきた ポートフォリオシステムをベースとして機能を拡

張し、令和 年 月に制定された「鳥取大学ビジョン 」）に促した「充実した （ク
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オリティ・オブ・カレッジ・ライフ）で学びたい人に選ばれる大学」を目指し、システム

機能を拡張構築し、「総合的学生支援（Quality of College Life）の充実を達成する LMS-e

ポートフォリオビルディングシステム」として全学的に運用することとなった。本稿では、

これまでに医学部にて先行して構築を進めてきた「e ポートフォリオシステム（医学部版）」

機能から全学展開する「LMS-e ポートフォリオシステム（全学版）」の構築内容、今後の構

想や展望について紹介する。本稿は、筆者の三好らの論文 7）を日本語とし、追記修正した

ものである。 

令和 2 年度から進めてきた「e ポートフォリオシステム（医学部版）」の機能概要 

e ポートフォリオシステム（医学部版）構築の目的は、継続した学修成果の可視化を可

能とすること、また、学修者が学修の評価的分析を実施し、自己調整学習者としての能力

を育てることである。 

まず、継続した学修成果の可視化を可能とするため、本学が定めている DP 能力別修得度

を可視化できるシステム画面を構築した。図 1 に表示例を示す。図の下には学生個人デー

タが示される。半期毎の DP 能力別修得度がレーダーチャート表示され、これまでに積み上

げてきた DP 能力別合計スコアが棒グラフで表示される。図の上には学年データが表示され、

DP 能力別修得度の平均がレーダーチャートで表示され、DP 能力別修得度合計スコアが箱ひ

げ図、折れ線グラフにて表示される。 

次に、自己調整学習者としての能力を育てることを目的に構築したシステム内容につい

て紹介する。e ポートフォリオによる活動では、学生は、様々なコースの課題から学んだ

全ての学修を統合するために、ポートフォリオ全体としての評価的分析で締めくくること

が推奨され、これにより、学生の多くの自己調整学習スキルを実践させ、メタ認知能力、

自己調整学習能力等を涵養すると言われている 8)。そこで、Jenson と Treuer9)が公開して

いる e ポートフォリオを学修のために効果的に用いるための 5 つの必須スキルである

Collecting（収集・蓄積）、Reflecting（評価的分析・省察）、Self-regulating（自己調整）、

Integration（統合）、Collaborating（共有）の活動が実施可能となるよう機能設計した。

5 つの必須スキルに対応するシステム機能及び具体的な学生の活動を以下に概説する。 

［Collecting（収集・蓄積）]：e ポートフォリオシステムは LMS プラットフォームであ

る Moodle をベースにシステムを構築した（図 2）。現在、本学が活用している LMS である

manaba 上にある応用課題やレポート等の学修情報を効率的に収集できるようシステム連携

を進めた。 [Reflecting（評価的分析・省察）]：学生は各 DP について具体的に求められ

るコンピテンシーを基に自己評価を 5 段階評価にて入力する（図 3）。そして、表示された

DP 能力別修得度および自己評価を基に、よく学べた点、できなかった点を記載する。さら

によく学べた点の成果となるリンクを選択し記載する（図 4）。[Self-regulating（自己調

整）]：これまでに記載した現状分析の結果から来期への新たな目標及び学修方略設定を記

載する（図 5）。[Integration（統合）]：これまでの学修活動やその結果を統合させ、自

己の強みやアピールポイントを明確化させる自己アピールショーケースを作成する。自己

アピールショーケース作成では、アピールポイントのリストを選択し、そのアピールポイ

ントの裏付けとなる応用課題等の LMS にアクセス可能な URL や説明を記載する（図 6）。
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近年、医学教育はその質を保証し、評価が容易となる学修成果基盤型教育（

： ）に基づく教育プログラムが推奨されるようになった 。鳥取大学（以下、

本学）では、医学部医学科 年次の卒業前に、学生の「卒業の認定に関する方針：ディプ

ロマポリシー（ ）」到達度自己評価を行っている。また、 とコンピテンシー（能力）、

そして授業科目を紐付けており、 （ ）の解析による 到達度を測

定している。卒業時に 到達度を学生へ示し、表彰制度を設けている取り組みについて、

これまでに成果を示してきた 。この取り組みは、 年次に学生へ提供する学修の総括的評

価の意味合いが大きく、今後の課題として、 年次から 年次にかけ、 を基盤とした学

修成果の継続的可視化によって学修の形成的評価を進めることが挙がっていた。

昨今のコロナ禍において、対面授業の制限により、オンライン授業が多く取り入れられ、

デジタル技術を活用した授業が増加してきた。本学が契約しているラーニングマネジメト

システム（ ）等の活用により、学生や教員もデジタル技術に触れる機会が増加し、授業

資料や、授業そのものがデジタル化されるデジタイゼーションが加速してきた。デジタル

技術を活用した取り組みについては、学生にとって、自由な時間に学修ができること、繰

り返し学修可能であること等、様々な利点に関する知見 があるが、その一方で、学修方

法の変更により、自己の学修方略の見直しや学修時間の自己管理が求められる等、自己調

整的な学修者としての能力 の育成がコロナ禍によって特に重要視されてきたといえよ

う。高等教育の主要な目標は、生涯学習者を育てることであり、すなわち、自らが新しい

知識を習得、保持、検索し、意図的、自律的な自己調整学習者を育てることを意味してい

る 。本学においても、学生を自己調整学習者へ育てる仕組みづくりは重要な観点であっ

た。そこで、学生の学修成果の見える化を実現するシステムや、自己調整学習者へ育てる

仕組みを取り入れたシステム構築への期待の高まりを受け、学修プロセスや学修結果の情

報をもつ と、 修得度の結果を示す ポートフォリオシステムがシームレスに連携し

た新たな「 ポートフォリオシステム 医学部版 」の構築を令和 年度から医学部におい

て進めてきた。さらに、令和 年度文部科学省大学改革推進等補助金（デジタル活用教育

高度化事業）採択を受け、進めてきた ポートフォリオシステムをベースとして機能を拡

張し、令和 年 月に制定された「鳥取大学ビジョン 」）に促した「充実した （ク
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[Collaborating（共有）]：図 6 に示すように、作成した自己アピールショーケースは、チ

ューター教員等と共有され、教員から学生へのフィードバック等に活用される。また、学

外実習先への提示、就職活動においても活用することで、効率的な学修状況の共有を可能

とする。 

e ポートフォリオの運用について、5 つの必須スキルにおける活動は、各学年の半期終了

時に実施する予定としている。e ポートフォリオを学修のために効果的に用いるための 5

つの必須スキルを取り入れた本システムを運用することで、学生は自己の学修成果の分析

を行い、目標の振り返りや学修方略の見直し、そして新たな学修目標と学修方略を e ポー

トフォリオに記載し、自己アピールショーケースを成長させる。この e ポートフォリオに

よる活動プロセスを通し、メタ認知能力、自己調整学習能力が涵養される。 

 

全学的取り組みに向けたシステム「総合的学生支援（Quality of College Life）の充実を

達成する LMS-e ポートフォリオビルディングシステム」構築、運用へ 

本学では、「鳥取大学ビジョン 2030」の目指す鳥取大学像の一つとして「充実した QOCL

（クオリティ・オブ・カレッジ・ライフ）で学びたい人に選ばれる大学」を掲げ、具体的

な取り組みとして「学習者本位の自ら学ぶ教育の効果の最大化」、「快適に学べる教育環境」、

「質の高い教育の保証」を目指した取り組みを実施していくことが示されている。この取

り組みを強力に推進するため、e ポートフォリオシステム（医学部版）を機能拡張し、全

学部で利用可能なシステムとして「総合的学生支援（Quality of College Life）の充実を

達成する LMS-e ポートフォリオビルディングシステム」（以下、LMS-e ポートフォリオシス

テム全学版）構築構想を決定した（図 7）。本システム構想の特徴は、学校教育内のフォー

マル学習のみならず、学校外における学生個々の学び、部活動や特技を活かした学校教育

外活動成果を含めたインフォーマル学習の双方を支援する仕組みである。社会人の学習機

会に関する研究では、約 70%が非公式の学びであるインフォーマル学習によるものともい

われている 10)。これからの Society5.0 時代に求められる人材と大学教育 11)では、「課題発

見・解決力」、「未来社会の構想・設計力」、「論理的思考力と規範的判断力」の相互に関連

した能力育成が求められている。これからの時代をリードし発展させる人材育成のために

は、フォーマル学習の学校教育内における学修のみでは追いつかなくなるため、インフォ

ーマル学習環境を含めた学生個々の学修ニーズに沿った学びの環境を構築すること、自己

調整学習能力のような学生自身が学びを調整して学びきる力を育成することが大学の役割

として重要となってくる。そこで、LMS-e ポートフォリオシステム（全学版）では、具体

的な拡張システムとして、「1. 個別最適な学修方略サポートを行う AI 解析システム」、「2. 

学修者ニーズに沿ったシラバス外の多種多様な学びのコンテンツの充実及びレコメンドシ

ステム」、「3. デジタルにおける社会性構築能力を涵養するバーチャルクラスルーム」の新

たなシステムを導入し、システムを完成させる。以下、3 つのシステム内容について概説

する。 

 

1. 個別最適な学修方略サポートを行う AI 解析システム 
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各学生への個別最適な学修サポートを実施することを目的に、LMS に AI 解析システムを

導入する。具体的な機能は、LMS プラットフォームの学修データをリアルタイムに分析し、

学修者や教員に、各学生の学修の進捗、学修の成果等の情報を提供する。現在の LMS を活

用した活動に対する未来の DP 修得度等の学修成果を予測し、学修活動改善のための提案を

学修者毎の LMS 内にてレポート表示する。AI による分析から、学修者の「強み」を明確化

するとともに、脱落者の予測を学修者本人、教員へ通知し、脱落を未然に防ぐための必要

なサポートを提供可能とする。自己調整学習者として成長するため、この AI による足場か

けは徐々に外され、最終的には、学修者自身の力によって学修目標、学修方略を決定する

力を身につけることを期待する。 

 

2. 学修者ニーズに沿ったシラバス外の多種多様な学びのコンテンツの充実及びレコメン

ドシステムの導入 

本学には文学部や法学部等の文系学部が少なく、その領域に関する教養科目の学びの提

供が不十分で、学生アンケートからも強化の要望があり、学修コンテンツの充実が急務で

あった。そこで、フォーマル、インフォーマル双方の学びの充実のために、様々な学びの

分野を揃えた学修コンテンツを充実する。令和 3 年度は学修動画コンテンツを豊富に所持

する Udemy for Business を契約し、多くの学生に活用されている。また、多様なコンテン

ツがある中、学修者がニーズに沿ったコンテンツを効率よく探すことができるためレコ 

メンドシステムを導入し、効率的な学びへのアクセスを支援する。今後、提供コンテンツ

には鳥取県が提供している鳥取県民カレッジや、鳥取県だからこそ経験できる自然、文化、

産業等の学修フィールドと一体となったデジタルコンテンツ等を想定し、インフォーマル

学習の自然体験、運動体験、ボランティア体験、教養体験等を支援する。 

 

3. デジタルにおける社会性構築能力を涵養するバーチャルクラスルームの導入 

コロナ禍においては、学生が大学へ登校できない状況がある中、学生の孤立化に伴う学

習意欲の低下やインフォーマル学習機会の減少が危惧されている。アバターを利用し、 

バーチャル空間でコミュニケーションをとりながらオンライン授業やキャンパス活動を

送る、デジタルにおける社会性構築能力を涵養するバーチャルクラスルームを構築したメ

タバースを取り入れる。リアルキャンパスとデジタルキャンパスの往来による学修の深化

を目指すことや、留学生や国内外の交換留学等の物理的な距離を超え、いつでもアクセス

可能な共有化されたデジタルキャンパスでコミュニケーションや学修の促進を可能とす

る。 

 

 LMS-eポートフォリオシステム（全学版）では、上記3つの機能を追加する。フォーマル

学習及びインフォーマル学習双方を総合的に支援するための自らが学びと成長を促す仕

組みを築き、問題解決能力、知的創造能力を育成するシステム構築を目指す。 

eポートフォリオシステム（医学部版）からLMS-eポートフォリオシステム（全学版）の

システム構築を通して、大学は、学生の入学時からのDP能力別修得度や自己調整学習能力

における成長過程の定量的な評価が可能となる。また、自己アピールショーケースの変化

を定性的に評価するなど、就職活動や卒業生追跡調査等のエンロールメントマネジメント、

Institutional Research (IR)における学修成果分析等に活用可能であり、大学教育力の

[Collaborating（共有）]：図 6 に示すように、作成した自己アピールショーケースは、チ

ューター教員等と共有され、教員から学生へのフィードバック等に活用される。また、学

外実習先への提示、就職活動においても活用することで、効率的な学修状況の共有を可能

とする。 

e ポートフォリオの運用について、5 つの必須スキルにおける活動は、各学年の半期終了

時に実施する予定としている。e ポートフォリオを学修のために効果的に用いるための 5

つの必須スキルを取り入れた本システムを運用することで、学生は自己の学修成果の分析

を行い、目標の振り返りや学修方略の見直し、そして新たな学修目標と学修方略を e ポー

トフォリオに記載し、自己アピールショーケースを成長させる。この e ポートフォリオに

よる活動プロセスを通し、メタ認知能力、自己調整学習能力が涵養される。 

 

全学的取り組みに向けたシステム「総合的学生支援（Quality of College Life）の充実を

達成する LMS-e ポートフォリオビルディングシステム」構築、運用へ 
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学部で利用可能なシステムとして「総合的学生支援（Quality of College Life）の充実を

達成する LMS-e ポートフォリオビルディングシステム」（以下、LMS-e ポートフォリオシス

テム全学版）構築構想を決定した（図 7）。本システム構想の特徴は、学校教育内のフォー

マル学習のみならず、学校外における学生個々の学び、部活動や特技を活かした学校教育

外活動成果を含めたインフォーマル学習の双方を支援する仕組みである。社会人の学習機

会に関する研究では、約 70%が非公式の学びであるインフォーマル学習によるものともい

われている 10)。これからの Society5.0 時代に求められる人材と大学教育 11)では、「課題発

見・解決力」、「未来社会の構想・設計力」、「論理的思考力と規範的判断力」の相互に関連

した能力育成が求められている。これからの時代をリードし発展させる人材育成のために

は、フォーマル学習の学校教育内における学修のみでは追いつかなくなるため、インフォ
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調整学習能力のような学生自身が学びを調整して学びきる力を育成することが大学の役割

として重要となってくる。そこで、LMS-e ポートフォリオシステム（全学版）では、具体

的な拡張システムとして、「1. 個別最適な学修方略サポートを行う AI 解析システム」、「2. 

学修者ニーズに沿ったシラバス外の多種多様な学びのコンテンツの充実及びレコメンドシ

ステム」、「3. デジタルにおける社会性構築能力を涵養するバーチャルクラスルーム」の新

たなシステムを導入し、システムを完成させる。以下、3 つのシステム内容について概説

する。 

 

1. 個別最適な学修方略サポートを行う AI 解析システム 
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発展にも大きく期待が高まる。 

 

結語 

大学教育においては、知識重視に偏らない教育の実践として、人間力（内閣府）、社会

人基礎力（経済産業省）、就職基礎力（厚生労働省）で示されるジェネリックスキルや、

国際的に活躍するための各種スキルの育成が期待されている。これらのスキルは従来の評

価方法や短時間で評価できるものではなく、課題遂行プロセスや活動の内容を吟味するこ

とで評価されることが妥当であると言われている12)。そのためには、在学中から就職試験、

それ以降の社会人活動に至るまでの学びの記録をeポートフォリオで示し、合否判定、ま

た、学修の形成的評価が実施されることが有効であろう。本学においては、LMS-eポート

フォリオシステム（全学版）を構築し、学修の基盤となるシステムとして運用を進め、「鳥

取大学ビジョン2030」および本学基本理念である「知と実践の融合」を強力に進めていく。 
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ションへ依頼した。 

 

最後に、本取り組みである LMS-e ポートフォリオシステム構築プロジェクト実施体制を

示す（図 8）。プロジェクトを共に実施していただいている皆様は元より、お名前が記載で

きていない本取り組みにご協力いただいております本学教職員の皆様、事務局の皆様、ご

関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 
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図 1 DP 能力別修得度および DP 能力別修得度合計スコアの表示例 

 

 

図 2  Collecting（収集・蓄積） LMS と e ポートフォリオシステムの連携 
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図 3  Reflecting（評価的分析・省察） 自己評価入力サンプル画面 

 

 

 

図 4 Reflecting（評価的分析・省察） 記述入力サンプル画面 

 

 

 

図 1 DP 能力別修得度および DP 能力別修得度合計スコアの表示例 

 

 

図 2  Collecting（収集・蓄積） LMS と e ポートフォリオシステムの連携 
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図 5  Self-regulating（自己調整） 記述入力サンプル画面 

 

 

 

図 6  Integration（統合）および Collaborating（共有） 作成サンプル画面 
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図 7 総合的学生支援（Quality of College Life）の充実を達成する LMS− e ポートフォリオ

ビルディングシステム概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8  LMS-e ポートフォリオシステム構築プロジェクト実施体制 

 

図 5  Self-regulating（自己調整） 記述入力サンプル画面 

 

 

 

図 6  Integration（統合）および Collaborating（共有） 作成サンプル画面 
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